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凡　
　

例

一
、
本
目
録
は
真
田
宝
物
館
（
長
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
財
課　

松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
）
が
所
蔵
す
る

真
田
家
伝
来
資
料
の
う
ち
、
機
械
、
彫
刻
、
勲
章
に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
目
録
の
配
列
は
、
真
田
宝
物
館
収
蔵
番
号
順
で
あ
る
。

一
、
写
真
番
号
は
本
目
録
固
有
の
番
号
で
あ
り
、
収
蔵
番
号
は
資
料
固
有
の
番
号
で
あ
る
。

一
、
資
料
写
真
の
下
に
写
真
番
号
、
資
料
名
、
収
蔵
番
号
、
資
料
解
説
の
順
に
記
載
し
た
。

一
、
資
料
名
・
所
用
者
名
・
寸
法（
縦
・
横
・
高　

単
位
／
ｃ
ｍ
）・
材
質
は
収
蔵
台
帳
に
よ
っ
た
が
、
適
宜
改
め
た
。

一
、
傷
み
が
激
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
寸
法
を
と
っ
て
い
な
い
。

一
、
資
料
名
・
所
用
者
名
・
材
質
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

一
、
資
料
編
の
個
別
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
真
田
宝
物
館
収
蔵
品
目
録
『
香
道
具
・
遊
具
』

（
二
〇
一
一
年
）、『
服
飾
』（
二
〇
一
二
年
）、『
能
楽
・
楽
器
』（
二
〇
一
三
年
）、『
茶
器
』（
二
〇
一
四
年
）と
同
じ

体
裁
で
作
成
し
た
。

一
、
本
目
録
の
写
真
は
、
大
井
川
茂
氏
に
撮
影
を
委
託
し
た
ほ
か
、
当
館
所
蔵
の
原
板
を
使
用
し
た
。

一
、
本
目
録
の
編
集
は
当
館
学
芸
員
・
米
澤
愛
、
職
員
・
小
山
万
里
が
あ
た
り
、
学
芸
員
・
降
幡
浩
樹
、
専
門
員
・

山
中
さ
ゆ
り
と
溝
辺
い
ず
み
の
協
力
を
得
た
。
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機　

械



2

図版編　機械

No. １ 地震予知器　　（機械１）

　松代藩士・佐久間象山がコンストマグネートと呼んだ小型
の馬蹄形磁石である。象山作と伝えられる磁石のうち地震予
知器とされるもの。地震などが起きる前には付いている鉄片
が離れるという原理。

No. ３ 測量用尺度　　（機械３）

　箱蓋表には「會尓尺念佛尺曲尺鯨尺測量尺」と書かれてい
る。また、尺度には「則澄（花押）」とある。

No. ２ 電気治療機　　（機械２）

　佐久間象山がガルハニセスコックマシネと呼んだもの。象山作と伝えられ、電気治療機として使用した。
電池により電気を引き起こし、導子を介して通電させる仕組みになっている。文久２年（1862）、象山は
妻の病気治療にあたり、電気治療機を試したと書状に記している。専用の収納箱内には引き出しがあり、
付属品などをおさめていたと考えられる。
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図版編　機械

No. ４ 古渡望遠鏡　　（機械４）

　真鍮製の反射望遠鏡である。専用の箱内側にはラベルが貼られており、
アムステルダム（オランダ）製とわかる。
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図版編　機械

No. ６ 道程測量車　　（機械６）

　直径１尺４寸の車輪が回転し里程を測量する道具。１尺から 10里まで測量することができたという。
本体にある蓋の下に距離を書いた目盛板があり、距離を読み取ることができた。指針は失われている。

No. ５ 測量道具　　（機械５）

　それぞれが、「測量道具」として箱におさめられている。
[右上 ]
　間縄と杭のセットである。縄は62尺７寸（約19ｍ）で３尺ごとに黒と赤の印がつけられている。杭は
鉄製。
[右下 ] 象眼儀
　四分儀とも呼ばれ、傾斜度や高度などを測定する道具。90度の目盛りを付け、さらに１度が３等分される。
[左下 ] 測量用尺度
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図版編　機械

No. ７ 天体中星儀　　（機械７）

　箱蓋裏には傷みが激しいものの貼紙があり、末には「東同足立信順作」と記されている。足立信順は幕
府天文方の足立佐内信頭の子・足立重太郎信順。
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図版編　機械

天体中星儀　箱蓋裏貼紙
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図版編　機械

No. ８ 目盛台・卓付硯箱　　（機械８）

目盛台
　天板の上には目盛りがあり、四方に房が取り付けられている。
卓付硯箱
　箱側面には真田家の替紋である洲浜が抜かれており、特別に作られたものとわかる。箱の上段には硯・水差・筆・
文鎮があり、中段と下段引き出しにはそれぞれ測量の際に使用する道具等をおさめていたと考えられる。
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図版編　機械

No. ９ 測量用水準器　　（機械９）

　佐久間象山が水盛器、水測器と呼んだ道具で、測量にあたり基準となる水平面を定め、高低差を測る。本
体裏に「弘化三年丙午春、佐久間修理命大野源蔵造之」とあり、弘化３年（1846）、佐久間象山が大野源蔵
につくらせたものとわかる。大野源蔵は測器師である大野規行のことで、象山書状には江戸浅草大浦に住む
土圭師（時計師）として現れ、親交があったことがうかがえる。

No.10 測量用台付磁石　　（機械10）

　佐久間象山が三針時計、三針付船時計と呼んだ道具で、真鍮製の羅針盤（コンパス）である。中央の半球
部が回転し、盤面が常に水平になるような仕組みになっている。本体裏に「天保十四癸卯春　江府住　大野
規行（花押）同源蔵造之」とあり、大野源蔵がつくったものとわかる。
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図版編　機械

No.11 磁石　　（機械11）

　磁石として伝えられた鉱石。

No.12 レトルト　　（機械12）

　現在は５点が伝来している。

No.13 スポイト　　（機械13）

　スポイトとして伝わるが、詳しいことは不明。
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図版編　機械

No.14 古渡望遠鏡　　（機械14）

　箱蓋表には「紅毛望遠鏡」と記され、専用の収納袋も共に伝来する。伸縮できる仕組みになっており、コ
ンパクトにして持ち運びができた。
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図版編　機械

No.15 乳鉢・棒　　（機械15）

　

No.16 測量用水準器台　　（機械16）

　近年の調査により、No.9 測量用水準器（機械９）の台と
して使われたと考えられている。
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図版編　機械

No.17 象限儀　　（機械17）

　美しい唐草模様が配された象限儀である。裏面に「松代山本高門（花押）」とみえるが、山本高門につい
ては不明。

No.18 望遠鏡　　（機械18）

　革製の収納ケースも共に伝来する。



図
版
編

彫　

刻
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図版編　彫刻

No.19 大黒天像　　（彫刻１）

　木彫りに一部紙を貼り、彩色され、大黒天と俵とは、ほぞで組み合うようになっている。胎内には八
代藩主・真田幸貫自筆の大黒天画像が木箱に入った状態で500枚納められている。また、像の内部に
は「信州埴科郡九條荘倉科郷石井里　倉科村倉科里法橋大佛師村本玉長小右衛門　天保七丙甲　三月吉
日」と墨書されている。村本玉長は埴科郡倉科村に生まれ、江戸に出て彫刻を学び真田幸貫に知られる
ようになり大黒天を献上したと伝えられている。
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図版編　彫刻

No.20 三面大黒天像　　（彫刻２）

　大黒天像と同じく、胎内には真田幸貫自筆の大黒天画像が木箱に入った状態で499枚納められる。像
の内部に「信州埴科郡九條荘倉科郷石井里倉科村法橋大佛師村本玉長小右衛門　天保七丙甲　三月吉日」
と墨書され、村本玉長作とわかる。
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図版編　彫刻

大黒天像・三面大黒天像胎内画像

　No19の大黒天像、No20三面大黒天像の胎内に納められた真田幸貫自筆の大黒天画像である。
No.19大黒天像内の木箱には１～500枚までが納められており、包紙には「御在所　四月四日　百壱
より百五拾迄」、「江戸　百五十一より二百迄」などとあり、50枚づつで束になっている。No.20三
面大黒天像内の木箱には501～999枚までが納められており、包紙には「江戸　五百壱より五百五拾
枚迄」、「御在所　六百五拾壱より七百迄」などと記されており、画像が一連のものとして江戸と松代
とで、描かれたことがわかる。
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図版編　彫刻

No.21 十六善神彫刻経筒　細字般若心経入　　（彫刻３）

　箱表には「幸貫公筆般若心経入　十六善神彫刻経筒」と記されている。
　卵形の根付の外側には複数の鼠が彫られ、中心から半分に開くようになっている。開くと大きさの異なる卵形
が続くという趣向を凝らしたつくり。最後には小さな大黒天像を安置する。
　一方、編みの袋には美しい雲龍模様が彫刻された容器をおさめる。蓋を開くと塔のようなものがあり、側面に
に小さな十六善神が安置される。塔の上部の蓋を開くと細字般若心経が納められている。
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図版編　彫刻

No.22 南極星壽像　　（彫刻４）

　扶桑木台に白銀雲足台をのせ、金南極星寿像を安置し、
ガラスの上帽をかぶせる。それぞれに収納箱が作られて
いる。
　像を納めた箱蓋裏には「明治二巳年春日認　時年七十九
作　後藤法眼　一乗（花押）　白銀雲足臺副」と記されて
いる。明治２年（1869）、刀装金工である後藤一乗（1791
～ 1876）の證書も共に伝来する。
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図版編　勲章

No.23 勲三等旭日中綬章　勲二等瑞宝章　略章　爵記　勲記　　（勲章１）

　箱表に「御勲章」と記された合同箱にNo.23 〜 No.26（勲章１～４）がおさめられている。

　10代藩主・真田幸民に関する勲章等である。幸民は華族令の施行により爵位が授けられ、明治 17
年に子爵、24年（1891）に伯爵となった。

勲三等旭日中綬章

略章 勲二等瑞宝章
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図版編　勲章

　真田幸民画像［参考］

　真田家に伝来した真田幸民の姿を描いた肖像画。No.23
勲三等旭日中綬章（勲章１）をつけていることがうかがえる。

爵記（明治24年　真田幸民　伯爵）

爵記（明治17年　真田幸民　子爵）勲記（勲三等旭日中綬章）
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図版編　勲章

No.24 祝典之章　　（勲章２）

　章の裏面には「大婚二十五年　祝典之章　大日本帝國　明治二十七年三月」とある。

No.25 日本赤十字社記念記章　終身社員略綬　（勲章３）

　記念章の裏面には「明治二十一年　日本赤十字社」とある。
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図版編　勲章

大礼記念章

No.26 位記　大礼記念章　　（勲章４）

　真田家 11代当主・真田幸正の位記と大礼記念章である。章の裏面には「大禮　記念章　大正四
年十一月」とある。

位記（明治41年　真田幸正　叙従四位）
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資料編
　

解　

題

は
じ
め
に

　

本
目
録
は
、
真
田
宝
物
館
が
所
蔵
す
る
真
田
家
伝
来
資
料
の
う
ち
、
機
械
、
彫
刻
、

勲
章
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
す
べ
て
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、『
真
田
宝
物
館
収
蔵
品
目
録
』
は
絵
画
や
古
文
書
、
服
飾
や
楽
器
、
能

道
具
や
茶
道
具
な
ど
数
冊
が
分
類
ご
と
に
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
認
識
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。現

在
の
真
田
宝
物
館
所
蔵
資
料
の
分
類
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
真
田
家
お
よ
び

松
代
藩
の
道
具
類
の
整
理
・
分
類
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
真
田
家
伝
来
資
料
に

つ
い
て
は
、
多
数
の
道
具
帳
が
現
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
道
具
帳
の
分
析
と
現
代

に
至
る
ま
で
の
道
具
類
の
整
理
・
分
類
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
現
在

の
分
類
方
法
に
基
づ
い
た
目
録
を
作
成
・
刊
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。（
１
）

　

既
に
資
料
ご
と
の
箱
書
や
ラ
ベ
ル
等
の
基
本
デ
ー
タ
が
こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
た
『
収

蔵
品
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
、
分
析
が
な
さ
れ
て
き
た
。
本
解
題
で
は
主
に
道
具
帳
・
道

具
台
帳
の
記
述
か
ら
資
料
が
分
類
さ
れ
る
経
過
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
機
械

　

機
械
に
分
類
さ
れ
る
資
料
に
つ
い
て
、
附
属
品
・
道
具

帳
の
記
述
を
み
た
い
。
機
械
６
「
道
程
測
量
車
」
に
は
本

体
部
分
に
楕
円
形
の
真
田
家
所
蔵
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い

る
。（
＝
写
真
）
既
に
こ
れ
ま
で
の
『
収
蔵
品
目
録
』
に
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ラ
ベ
ル
は
多
く
の
資
料
、
も

し
く
は
収
納
箱
に
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

「
真
田
家
所
蔵
」
の
文
字
と
真
田
家
の
家
紋
・
六
連
銭
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
枠
が
印
刷
さ
れ
、
横
長
楕
円
形
と
長
方
形
（
四
角
）
と
二
種
類
が
あ
る
。

測
量
車
に
は
枠
の
外
に
朱
色
の
印
鑑
押
し
で
「
武
具
」
と
あ
る
。
こ
の
ラ
ベ
ル
が
貼
付

さ
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、こ
の
ラ
ベ
ル
を
貼
る
時
点
で
は
「
道
程
測
量
車
」
は
「
機

械
」
で
は
な
く
「
武
具
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

真
田
家
で
作
成
し
た
道
具
帳
は
数
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）

の
道
具
帳
に
は
「
コ
ン
ス
ト
―
」
と
し
て
「
コ
ン
ス
ト
マ
グ
ネ
ッ
ト
」、
機
械
１
「
地
震

予
知
器
」
の
名
前
が
み
ら
れ
る
。（
２
）

た
だ
、
機
械
と
し
て
の
分
類
で
は
な
く
、
机
や
手

拭
掛
な
ど
の
調
度
品
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。

二
、
彫
刻

　

次
に
彫
刻
に
分
類
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）、
真
田
家
に

伝
来
し
た
大
名
道
具
が
旧
松
代
町
へ
一
括
譲
渡
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
作
成
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
台
帳
を
み
た
い
。
表
に
は
「
一
番
倉
庫
部　

真
田
家
伝
承
宝
物
台
帳　

長
野
市　

№
１
」（
以
下
「
真
田
家
伝
承
宝
物
台
帳
」
と
す
る
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の

分
類
に
「
一
番
倉
庫
部
」
と
い
う
も
の
は
な
い
。
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）、
真
田

宝
物
館
に
収
蔵
庫
が
建
設
さ
れ
る
が
、「
一
番
倉
庫
」
と
は
資
料
が
収
蔵
庫
に
移
さ
れ

る
以
前
に
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
新
御
殿
（
真
田
邸
）
土
蔵
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

新
御
殿
（
真
田
邸
）
に
は
現
在
７
棟
の
土
蔵
が
あ
る
が
、「
一
番
倉
庫
」
が
ど
の
土
蔵

で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

「
真
田
家
伝
承
宝
物
台
帳
」
に
は
種
別
「
神
体
」
と
し
て
「
神
体
１　

幸
貫
公
勧
請

　

大
仏
師
村
本
玉
長
作　

大
黒
天　

木
像　

体
内
に
公
日
課
揮
毫
の
大
黒
天
五
百
枚
を

納
む
」
、
「
神
体
２　

幸
貫
公
勧
請　

同
上　

三
面
大
黒
天　

木
像　

体
内
に
公
日
課

揮
毫
の
大
黒
天
四
百
九
十
九
枚
を
納
む
」
「
神
体
３　

幸
貫
公
筆
細
字
般
若
心
経
入
り

　

十
六
善
神
彫
刻
経
筒　

一
箱
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
在
の
彫
刻
１
～
３
に

あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
備
考
に
は
二
体
の
大
黒
天
に
つ
い
て
「
従
来
よ
り
甲
子

の
日
に
は
神
酒
を
供
し
来
れ
り
」
と
あ
り
、
大
黒
天
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が

え
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
資
料
名
の
下
に
鉛
筆
書
き
で
そ
れ
ぞ
れ
に
「
彫
刻
一
号
へ
」「
彫

刻
二
号
へ
」「
彫
刻
三
号
へ
」
と
鉛
筆
書
き
が
あ
り
、
こ
の
番
号
が
現
在
使
わ
れ
る
資
料

◆
資
料
編
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番
号
と
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
彫
刻
４
の
「
南
極
星
壽
像
」
の
み
、「
真
田
家
伝
承
宝

物
台
帳
」
に
は
種
別
「
什
器
」
に
分
類
さ
れ
、「
金
無
垢
丸
彫　

南
極
寿
星
像　

幅
及
杖
添
」

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
こ
こ
に
も
鉛
筆
書
き
で
「
彫
刻
の
部
四
号
へ
」
と

記
さ
れ
現
在
の
資
料
番
号
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
真
田
家
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
後
「
神

体
」・「
什
器
」
と
分
類
さ
れ
て
い
た
資
料
が
、
そ
の
後
「
彫
刻
」
へ
と
分
類
が
変
更
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
「
一
番
倉
庫
部
」
に
は
長
野
県
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
吉
文
書
」
も
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
真
田
家
文
書
の
な
か
で
も
比
較
的
時
代
が
古
い
文
書
で
構
成
さ
れ
、

真
田
家
で
は
特
に
重
要
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
歴
代
藩
主
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
甲
冑

や
刀
剣
、
印
章
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
同
じ
く
鉛
筆
書
き
の
メ
モ
に
よ
る
と
、「
文
書
」

や
「
武
具
」、「
印
章
」、「
服
」
な
ど
、
新
た
な
分
類
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
「
一
番
倉
庫
」
に
は
真
田
家
伝
来
の
大
名
道
具
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
重
要
な
も
の

と
認
識
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
明
治
以
降
再
編
さ
れ
て
伝
来
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い

え
よ
う
。

三
、
勲
章

　　

勲
章
に
つ
い
て
は
「
真
田
家
伝
承
宝
物
台
帳
」
に
は
種
別
「
古
文
書
」
の
う
ち
番
号

２
３
３
に
「
御
勲
章　

爵
記　

一
、
勲
記　

一
、
昇
爵
記　

一
、
叙
位
記　

一
、一
箱
」

と
あ
る
。
こ
こ
に
も
同
じ
よ
う
に
鉛
筆
書
き
で
「
勲
章
の
部　

一
号
」
と
書
き
加
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、現
在
「
勲
章
１
」
と
し
て
収
蔵
す
る
資
料
が
も
と
は
「
古

文
書
」
と
し
て
分
類
さ
れ
、
２
３
３
番
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
機
械
・
彫
刻
・
勲
章
に
分
類
さ
れ
る
資
料
に
つ
い
て
、
附
属
品
・
道
具
帳
・

道
具
台
帳
か
ら
、
現
時
点
で
わ
か
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
『
収
蔵
品
目

録
』
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
真
田
宝
物
館
で
使
用
さ
れ
て
い
る
資
料
の
分

類
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
付
け
ら
れ
た
名
称
で
あ
り
、
資
料
の
移
動
を
伴
っ
て
再
分
類

さ
れ
、
分
類
名
称
そ
の
も
の
も
改
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
今
後
も
資
料
の
基

本
デ
ー
タ
の
収
集
に
よ
り
、
真
田
宝
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
作
ら
れ
る
経
過
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
文
責　

米
澤　

愛
）

註（
１
）『
真
田
宝
物
館
収
蔵
品
目
録　

真
田
家
旧
蔵
資
料
目
録
―
茶
器
―
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
真
田
宝
物
館
、
二
〇
一
四
年
）

（
２
）「
第
三
番
御
土
蔵
御
二
階
仮
御
道
具
帳　

明
治
十
三
年
庚
辰
九
月
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
真
田
家
文
書
寄
託
一
二
四
‐
一
）
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種別 番号 資料名 寸法 箱 箱画像データ 現用ラベル記載資料名 現用ラベル記載資料名 箱書 包・袋書 箱・包・袋貼紙 タグ・付箋 旧ラベル
真田家所蔵旧
ラベル（角型）

備考

機
　
　
械

1 地震予知器

（馬蹄形磁石）12.0×5.0
（五角形軟鉄片）4.7×2.5
（鉛玉）1.7（径）
（全長）75.5（紐も含む）

あり なし 佐久間象山作／地震計／鉛丸五個付 第三番倉庫階下七号長棹

（箱蓋裏）「内蔵品／一、コンストマ
グネート　壱／二、三角形鉄片　壱
／三、推子（鉛丸）　五／四、袋　
壱／以上」

2 電気治療機
（本体）12.0×12.0×23.5（高）
（電池）7.7（径）×11.5（高）

あり 蓋開き　一括 佐久間象山作／電気治療機／人形鋳物付 第三番倉庫階下七号長棹 （箱背面貼紙）「一一四」 重ね貼りで見えず

3 測量用尺度 35.8×2.2（延102.5） あり なし 測量用尺度 第三番倉庫階下七号長棹
（箱蓋裏）「會尓尺念佛尺曲尺鯨尺測
量尺」

4 古渡望遠鏡
43.0（鏡長）　30.0（脚高）
37.0（総高）

あり
箱蓋裏ラベル
本体と一括

古渡／測量器 第三番倉庫階下七号長棹 （箱蓋裏ラベル）＝[図版]No.4 重ね貼りで見えず

5 測量道具

（四分円）20.5
（曲尺大）32.0×16.0
（曲尺中）21.2×10.5
（曲尺小）19.4×7.7
（針）31.0×1.5
（縄）39.0
（木製）22.7×3.2×1.1

あり 一括 測量道具／測量用縄添 第三番倉庫階上七号長棹 測量道具 重ね貼りで見えず

6 道程測量車 118.0×22.0×42.0（高） なし ー 道程測量車 第三番倉庫階下七号長棹 №一〇一

7 天体中星儀 41.0（径） あり 箱蓋裏貼紙のみあり 東堂　足立信賴作／天体中星儀 第三番倉庫階下七号長棹
（箱蓋裏貼紙）「文政七年甲申冬日　
東堂　足立信順謹記」ほか判読不能
［図版］No.7

8 目盛台・卓付硯箱
（見盤）30.3×30.0×46.0（高）
（硯箱）45.5×30.4×32.5（高）

あり なし
測量野帳用／卓付硯箱／硯・水差し付
測量道具／黒塗目盛台／二中二

第三番倉庫階下七号長棹
第三番倉庫階下七号長棹

9 測量用水準器 16.0×65.0×23.5（高） あり なし 舶来品／測量用水準器／竹筒一本添
第三番倉庫階上七号長棹
（箱中ラベル）第三番倉庫
階下七号長棹とあり

10 測量用台付磁石
23.5（足幅）　23.0（径）
42.0（高）

なし ー

11 磁石 9.0×7.2×4.0 あり 本体と一括 磁石／鉱石のまヽ 第三番倉庫階下七号長棹 磁石 重ね貼りで見えず

12 レトルト

20.5×9.5×11.0
28.5×11.0×11.0
29.5×10.5×9.5
28.0×5.5×16.0
16.5×10.0×10.0

あり なし 化学用／レトルト　五／三ケ完／二ケ破損 第三番倉庫階下七号長棹 レトル三ツ入 重ね貼りで見えず

13 スポイト
（長）29.5×3.3（径）
（短）23.0×3.3（径）

なし ー 舶来品／真鍮製スポイト／三個 第三番倉庫階下七号長棹

14 古渡望遠鏡 6.3（径）×29.5（延82.0） あり なし 古渡／望遠鏡 第三番倉庫階下七号長棹 紅毛遠眼鏡
（袋付箋）
「七八〇ノ一」

重ね貼りで見えず

15 乳鉢・棒
（鉢）6.5（径）×3.7（高）
（棒）9.5（長）

あり なし 化学用／乳鉢及棒 第三番倉庫階下七号長棹 乳鉢　壱／乳棒　壱 重ね貼りで見えず

16 測量用水準器台 37.0（幅）×70.0（高） なし ー

17 象限儀 （象嵌儀）23.8×10.5
合同箱あり なし

（合同箱）測量器　一／望遠鏡　一（17現用ラベル）「真鍮
製／測量器　一」（18現用ラベル）「望遠鏡　一」

第三番倉庫階下七号長棹 重ね貼りで見えず
カナが彫られた箱の部
品あり（＝写真）18 望遠鏡 6.0（径）×16.5（延20.5）

彫
　
　
刻

1 大黒天像 62.0×67.0×92.0（高） なし ー

2 三面大黒天像

65.0×103.0×118.5（高）
【槍あり】
65.0×103.0×103.0（高）
【槍なし】

なし ー

3 十六善神彫刻経筒　細字般若心経入

（筒）7.8×4.0（径）
（根付）4.5×3.0（径）
（七重宝珠）4.7×2.5（径）
（像）1.0

あり 外箱
幸貫公筆／細字般若心経入／経筒／中に十六神の彫刻
■在

第1番倉庫階上 幸貫公筆般若心経入／十六善神彫刻経筒

4 南極星壽像
18.0×7.0×22.0（高）
（像）5.0

あり
（外箱内箱3）

一括

（外箱）後藤法眼一乗作金無垢丸彫／南極星壽像杖添極
書付／白銀雲足台、ギヤマン製帽子付／扶桑木飾台、各
種箱入外箱桐製
（台箱）南極星壽像／付属扶桑木飾台／箱入
（帽子箱）南極星壽像／付属ギヤマン製帽／桐箱入
（像箱）後藤法眼一乗作／南極星壽像／白銀雲足台付／
桐箱入

（外箱）第1番倉庫階上西
棚下

（外箱）南極壽星像
（台箱）扶桑木臺
（帽子箱）上帽
（像箱）金南極製像

（像箱裏書）明治二巳年春日認／時
年七十九作／後藤法眼／一条（花
押）／白銀雲足臺別
（極書袋表）南極老人證書

勲
　
　
章

1
勲三等旭日中綬章
勲二等瑞宝章
略章　爵記　勲記

（勲二等）7.2（径）
（勲三等）29.5×5.3／
（章）8.2×5.3
（バッジ）銀　1.6×1.2／
　黒　1.6×1.2／
　小　1.3×1.0（いずれも径×高）

【勲章1～4
合同箱】

あり（内箱2）

勲二等・三等の章と
一括

幸民公関係／勲二等一箇、爵記一／勲三等一箇、勲記一
／畧章三、昇爵記

第1番倉庫階上西棚

（勲章1～4合同箱）御勲章
2 祝典之章 6.8×3.8　3.0（径） あり（内箱1） 章と一括 幸民公関係／大婚二十五年／祝典之章 第1番倉庫階上

3 日本赤十字社記念記章　終身社員略綬
7.0×4.0　3.0（径）
（バッジ）　1.4（径）×1.0（高）

あり（内箱2） 章・バッジと一括 幸民公関係／日本赤十字社／記念記章／明治二十一年 第1番倉庫階上

4 幸正位記・大礼記念章 7.5×3.7　3.0（径） あり（内箱1） 章と一括 幸正公関係／叙位記一／大礼記念賞一 第1番倉庫階上

機械18
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種別 番号 資料名 寸法 箱 箱画像データ 現用ラベル記載資料名 現用ラベル記載資料名 箱書 包・袋書 箱・包・袋貼紙 タグ・付箋 旧ラベル
真田家所蔵旧
ラベル（角型）

備考

機
　
　
械

1 地震予知器

（馬蹄形磁石）12.0×5.0
（五角形軟鉄片）4.7×2.5
（鉛玉）1.7（径）
（全長）75.5（紐も含む）

あり なし 佐久間象山作／地震計／鉛丸五個付 第三番倉庫階下七号長棹

（箱蓋裏）「内蔵品／一、コンストマ
グネート　壱／二、三角形鉄片　壱
／三、推子（鉛丸）　五／四、袋　
壱／以上」

2 電気治療機
（本体）12.0×12.0×23.5（高）
（電池）7.7（径）×11.5（高）

あり 蓋開き　一括 佐久間象山作／電気治療機／人形鋳物付 第三番倉庫階下七号長棹 （箱背面貼紙）「一一四」 重ね貼りで見えず

3 測量用尺度 35.8×2.2（延102.5） あり なし 測量用尺度 第三番倉庫階下七号長棹
（箱蓋裏）「會尓尺念佛尺曲尺鯨尺測
量尺」

4 古渡望遠鏡
43.0（鏡長）　30.0（脚高）
37.0（総高）

あり
箱蓋裏ラベル
本体と一括

古渡／測量器 第三番倉庫階下七号長棹 （箱蓋裏ラベル）＝[図版]No.4 重ね貼りで見えず

5 測量道具

（四分円）20.5
（曲尺大）32.0×16.0
（曲尺中）21.2×10.5
（曲尺小）19.4×7.7
（針）31.0×1.5
（縄）39.0
（木製）22.7×3.2×1.1

あり 一括 測量道具／測量用縄添 第三番倉庫階上七号長棹 測量道具 重ね貼りで見えず

6 道程測量車 118.0×22.0×42.0（高） なし ー 道程測量車 第三番倉庫階下七号長棹 №一〇一

7 天体中星儀 41.0（径） あり 箱蓋裏貼紙のみあり 東堂　足立信賴作／天体中星儀 第三番倉庫階下七号長棹
（箱蓋裏貼紙）「文政七年甲申冬日　
東堂　足立信順謹記」ほか判読不能
［図版］No.7

8 目盛台・卓付硯箱
（見盤）30.3×30.0×46.0（高）
（硯箱）45.5×30.4×32.5（高）

あり なし
測量野帳用／卓付硯箱／硯・水差し付
測量道具／黒塗目盛台／二中二

第三番倉庫階下七号長棹
第三番倉庫階下七号長棹

9 測量用水準器 16.0×65.0×23.5（高） あり なし 舶来品／測量用水準器／竹筒一本添
第三番倉庫階上七号長棹
（箱中ラベル）第三番倉庫
階下七号長棹とあり

10 測量用台付磁石
23.5（足幅）　23.0（径）
42.0（高）

なし ー

11 磁石 9.0×7.2×4.0 あり 本体と一括 磁石／鉱石のまヽ 第三番倉庫階下七号長棹 磁石 重ね貼りで見えず

12 レトルト

20.5×9.5×11.0
28.5×11.0×11.0
29.5×10.5×9.5
28.0×5.5×16.0
16.5×10.0×10.0

あり なし 化学用／レトルト　五／三ケ完／二ケ破損 第三番倉庫階下七号長棹 レトル三ツ入 重ね貼りで見えず

13 スポイト
（長）29.5×3.3（径）
（短）23.0×3.3（径）

なし ー 舶来品／真鍮製スポイト／三個 第三番倉庫階下七号長棹

14 古渡望遠鏡 6.3（径）×29.5（延82.0） あり なし 古渡／望遠鏡 第三番倉庫階下七号長棹 紅毛遠眼鏡
（袋付箋）
「七八〇ノ一」

重ね貼りで見えず

15 乳鉢・棒
（鉢）6.5（径）×3.7（高）
（棒）9.5（長）

あり なし 化学用／乳鉢及棒 第三番倉庫階下七号長棹 乳鉢　壱／乳棒　壱 重ね貼りで見えず

16 測量用水準器台 37.0（幅）×70.0（高） なし ー

17 象限儀 （象嵌儀）23.8×10.5
合同箱あり なし

（合同箱）測量器　一／望遠鏡　一（17現用ラベル）「真鍮
製／測量器　一」（18現用ラベル）「望遠鏡　一」

第三番倉庫階下七号長棹 重ね貼りで見えず
カナが彫られた箱の部
品あり（＝写真）18 望遠鏡 6.0（径）×16.5（延20.5）

彫
　
　
刻

1 大黒天像 62.0×67.0×92.0（高） なし ー

2 三面大黒天像

65.0×103.0×118.5（高）
【槍あり】
65.0×103.0×103.0（高）
【槍なし】

なし ー

3 十六善神彫刻経筒　細字般若心経入

（筒）7.8×4.0（径）
（根付）4.5×3.0（径）
（七重宝珠）4.7×2.5（径）
（像）1.0

あり 外箱
幸貫公筆／細字般若心経入／経筒／中に十六神の彫刻
■在

第1番倉庫階上 幸貫公筆般若心経入／十六善神彫刻経筒

4 南極星壽像
18.0×7.0×22.0（高）
（像）5.0

あり
（外箱内箱3）

一括

（外箱）後藤法眼一乗作金無垢丸彫／南極星壽像杖添極
書付／白銀雲足台、ギヤマン製帽子付／扶桑木飾台、各
種箱入外箱桐製
（台箱）南極星壽像／付属扶桑木飾台／箱入
（帽子箱）南極星壽像／付属ギヤマン製帽／桐箱入
（像箱）後藤法眼一乗作／南極星壽像／白銀雲足台付／
桐箱入

（外箱）第1番倉庫階上西
棚下

（外箱）南極壽星像
（台箱）扶桑木臺
（帽子箱）上帽
（像箱）金南極製像

（像箱裏書）明治二巳年春日認／時
年七十九作／後藤法眼／一条（花
押）／白銀雲足臺別
（極書袋表）南極老人證書

勲
　
　
章

1
勲三等旭日中綬章
勲二等瑞宝章
略章　爵記　勲記

（勲二等）7.2（径）
（勲三等）29.5×5.3／
（章）8.2×5.3
（バッジ）銀　1.6×1.2／
　黒　1.6×1.2／
　小　1.3×1.0（いずれも径×高）

【勲章1～4
合同箱】

あり（内箱2）

勲二等・三等の章と
一括

幸民公関係／勲二等一箇、爵記一／勲三等一箇、勲記一
／畧章三、昇爵記

第1番倉庫階上西棚

（勲章1～4合同箱）御勲章
2 祝典之章 6.8×3.8　3.0（径） あり（内箱1） 章と一括 幸民公関係／大婚二十五年／祝典之章 第1番倉庫階上

3 日本赤十字社記念記章　終身社員略綬
7.0×4.0　3.0（径）
（バッジ）　1.4（径）×1.0（高）

あり（内箱2） 章・バッジと一括 幸民公関係／日本赤十字社／記念記章／明治二十一年 第1番倉庫階上

4 幸正位記・大礼記念章 7.5×3.7　3.0（径） あり（内箱1） 章と一括 幸正公関係／叙位記一／大礼記念賞一 第1番倉庫階上

機械・彫刻・勲章　資料データ
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